
兵庫県産蝶類目録 (1)

山本広一 吉阪道雄

王ょたちの都土兵庫県は南に淡路島を擁して南北およ| さて、県下で最も調査の行きわたった所は何として
そ16低 m 、東西110kmの聞にあり、中央部を積ぎる背| も六甲山を中心とする阪神の一帯であろう。 1901-
栗山脈は山陰と山陽の境を西にのびて中国山脈とな I H初年樟谷明吉氏がはやくも正六甲山の南御彰地方に
り、東は次第に高さを蹴じて丹被高原に連らなる。山| 産する蝶類ミを発表し、ついで小幹桂助( 19却一六甲
脈中鳥取との県境に聾える須賀ノ山〈氷ノ山〉は高さ| 山〉・山田昇莞 (19却ー鷹取山〉・赤井頼孝( 1 9 3 4 -
1510m、中匡第二の高峯として知られ、三室山(13田) I 甲子園〉・谷口来襲( 19詔一神戸市〉・高橋寿郎 (19詣
層山 (1310) をはじめ藤無 (11回〉・妙見 (11位〉・段 1 - 4 0ー神戸市附近〉 ・加地早苦( 1 剖G一六甲連山〉ら
(1103) ・蘇武( 1075) ・須留(105わ・日名倉( 1047 ) 等! の諸氏が詳細な目録を報じ、最近には吉阪が中口会-
10∞m 級の峯々が多く、またこれらと別に大阪糟近く| 郎氏とともに、従来のすべてを取りまとめたミ六甲山
六甲く932)、摩耶く699) があっていわゆる六甲山塊を| の蝶類ミを去にしている (1弱 4)。
なしている。 I 一方西播培方にあっては前記井口宗平氏が毛兵庫県
川はいずれもこれらの中央山地より起って南北に分| 佐用都蝶類目録ーを会委し( 1 卯7 ) 、 ついでヲスパν
かれ、北上する円山} I I は豊岡盈地を軽て日本海に、千| ロチヨクの産する皆を記録した (1908) が珍種に豊富
種・揖保・市・加古の諸: J 1 l は西播・中播・東搭の三地| なとの地もあまり人々の注目をひくととな〈そのまと
域をつくって南下し内海に入るなっていた。往年昆虫誌上に話題を投げかけたジルピ
山脈の北斜面即ち但馬の一帯は裏目本気候区の一部| ヤジジミもこの地に発見されたものである。山本は
にあたって冬季は雪が多く、年聞の雨量17∞- 2側ミ I 1933年以来幾度となくとの地を訪れて採集し、 1948年
リにも達し、氷ノ山の涯傍は最犬量を記録する。これ| 芥口氏が再び佐用郡下の蝶とう更蛾科についての概要を
に反し、南の斜面は瀬戸内海気候に属して履かく、降| 本誌の01. 1 ， No. 4 ) に寄せちれたのを壌に、とれ
71<も12∞ミリ前後にとどまり、とくに楼路の南端は暖| までの結果を取りまめ、将来大いに割目すべき地であ
流の影響をうけてはなはだ温暖である。 I るととを紹介 (1952，1925) し、併せてヒロオピミド
このように複雑した地相はそとに育生する植物相に| リジジミの僅息するととを明らかにした( 195の。
も種々の変化をもたらし、昆虫の分布についても興味| 山本はまた1925年頃より郷里である小野市を中心に
ある問題を投げかけている。現在筆者らが直接集め得| 東搭・の各地を巡り、 1郷年には当時知られた加東郡下
た蝶の種類は 120種に近く、これに女献その他による
ものを加えればおそらく 130種以上にも達するととで
あろう。
本県における蝶の歴史はかなりに古〈、他の近接府
県に対しても犬きな遜色あるものとは思わない。兵庫
の開港によっていち早〈欧米文化の門戸となった阪神

たことであろうし、西播の地域には早くも犬上宇一・
芥口宗平氏らが盛んに活躍してこの方面に先鞭をつ

(1901) ・福田 (1鋭泣〉氏らとともに多〈の女献に残さ
れている.
しかし、それらの報告もほとんどが局地的であり、

断片的なものであった。その後も引きつづき多くの先
輩によって調査が試みられ、ことに昭和初期よりはそ
の活動も活濃化して行ったが、全県下を対象とするも
のはついに現われることなく今日に至った. これは本
県としてまことに遺憾なことと思う。

の種類を公開したが、 1952 年にはその一端を本紙
(vol. 1  No. 5 ) に寄せ、最近にはキマダラ Jレリツ
バメやクロツパメνジミの発生することを確認した。
中播には古く東郷( 1901) ・中}II (1903) 氏らのそ

γキアゲハその他の記録があり、山本も1935年前後よ
り飾磨・神崎・宍粟の地を訪れて調査し、その一部は
E 雪奮山の蝶ミ (1954) をとおしてメスアカミドリジ
ジミの産する旨を報告し、 1954年には松井俊公民が
ミ宍粟惹蝶類目録ーを発表してスギタニノレリ V ジミや
クロヅパメνジミを記録している。
但馬地方における精しい調査は氷ノ山の一帯と神崎
. 宍粟両君τ下の一部を含む段ケ峯の地域に見られる。
氷ノ山にクスイロヒョウモシモドキやヒョウモシモド
キの産することは註崎・白水両博士の E 日本の蝶ミ
(951) にも見え、その名は扇ノ山とともに最近しば
しば昆虫誌上に紹介されたがため、にわかに世の関心
をひくに至った。 1使w年山本はことにブジミドリνジ
ミやクラグロνジミの発生することを認め、その後も
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度々登って採集し、 1955年今までの全種類について記
載した。その間守本陸也氏(1949ー) らの採集があり、
吉阪も1955、1956年に新知見を報告した。扇ノ山につ
いては奥谷顧一博士の記録があり、氷ノ丘商麓の養交
地方には現在中尾淳三氏らによる熱心な調査が宥われ
ている。
また段ケ峯地帯については西村公夫氏が1侠苅年噴よ
りさかんに活躍して精査し、 1952年その成果を段ケ峯
叫障の蝶として報告した。
丹世縄訪については山本義夫氏と氏を中心とする県

立柏原高校生物班によって昆虫全野にわたる細密な調
査疎桁されており、 1952年には氷上郡下の蝶目録が
編まれ、多紀地方には甚田竜太郎氏が同地方に滞在中
採集した記録がまとめられている (195 3 -1弱 4)
濃路島地方については、かつて故松崎氏が生前山本

に送られた洲本高校生の夏季休暇中に蒐集した昆虫総

にもとずき、他の方々より示されたる確実な記録に
ついては後支において別記することとした。
2 ) 普通種についても採集の不備より、各季節型の整
わないものがあり、それらについても一応省略する
こととした。
3 ) 種名につづく採集記録は所載する標本の示例的産
地並びに採集月日であり、とくに必要なきものは一
例を示すにとどめた。
また示例中H. Y.は山本、 M . Y.は吉阪の略号であ
り、 J. N . 等その他の記号は夫々の採集者の略号で
ある。
4 ) 各種についての記載事項はすべて本県下における
観察側である。
ことに重点をおいている。
最後に先学諸氏の御功績に漂甚の敬意を表わすとと
もに今日までの筆者たちの知見に多くの資軒と援助と

目録の手記がある他、記録としては E淡路島及び鳴| を賜わった数多くの諸兄に対して衷心より感謝の意を
門公園の昆虫" ( 植村利夫盟諸〉の他、上記加地早苦| 捧げたいと思う。
(1940一六甲連山〉中にも断片的な記事が見られ、最 1 セセリチョウ現 B E S P E R I I D A E
近に至って、掘田久作氏は1952年、本県より最初のナ 1 . ミヤマセセリ Erynnis montanus B 阻 M E R

ガサキアグハの土産を報じ、 1956竿、本誌、兵庫生物| 発生は年 1回、山地との別なく各地に見うける。 3
にその最初の総編的記述を公にした。 I 月- 4 ，月の候に現われ、山間部にては 5 月中旬に及ぶ
以上簡単ながら各地域における概要を記してみた。 Iとともあり、吉阪は朝来郡栃原の地に 20/V t  l'銭面6，雌
もとより広く文献を渉猟することが出来ず、そのため| 能数匹を採集している。
起量産瑛漏のそしりもあろうと思うが、お許しをいただ 1 会 15/lV ，旭日 神戸市神出町
きたい。 coll.，卯ss. M . Y .  
しかし各地における蝶の研究調査は最近日とともに 1 ♀ 3O/lV， 1951 神戸市六甲山

旺んとなり、やがては全県下にわたる詳細な分布も判 coll.. p儲 s. M . Y .  
関するであろうが、その過程には少なからぬ障壁庁議 1 ♀ 2  /lV t  1957 小野市下来住町
たわっていることと思う。たとえば今後とくに調査の colI.. poss. M .  Y. 
必要な中央山脈地帯や西部県境あたりが僻陣の土地で I 2 .  ダイミヨクセセリ
あり、交通不便な理由だけからみてもその全貌をうか Daimio tethys daiseni RILEY 
がうに至難なことは明らかである。 I 山聞の各地に産し、 5 月頃より 9 月末にかけて見う
県下の蝶目録が大成される日を衷心期待する筆者ら iける。後麹の白絞は個体により、また季節によって太

は、また各地に散在する同妊の土がたがいに協力し完| さや鮮明さに相異があるも、筆者の採集せるものはす
成への努力を致さることを願ってやまない。筆者らが| べてこの型( 関西型) に属する。
非才と不充分な経験とをもかえかえりみずあえてこの 1 O  5 /唖t 19臼 宍粟郡音水
一編を予報的な見地から編もうとするのも、この拙い coll.. po田 . H.Y. 
わざが他日より完全なものへと築きあげられる基盤と 1 ♀ 23/VI， 1951 神戸市六甲山
なることを念じるからである。もとよりこの目録には coll. t  P凶 s. M . Y .  
幾多の補訂すべきいろんな問題を議していることと思 I 3. アオパセセリ
うが、それらについては下記両名のうち伺れかに御教
示を賜わるよう希望する。

山本( 小野市来住町田3)
吉阪( 神戸市東灘区御影町西平野5 の1 )

街この目録を編むにあたっては、
1 ) 記載する種類はすべて筆者が所蔵する確実な標本

C ho描 P国 benjaminii japonica MURRAY 
山地に多く、発生は 5 - 6 月と 7 - 8 月の年2 回、

幼虫はアワプキの葉を食し、独特な巣をつくる。
1  O  5 /Vf， 1951 神戸市六甲山

coll. t  poss. M .  Y. 
1 ♀ 14/彊t 1953 養父郡大屋町
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col1.， poss. H . Y . ∞11. K.N. ， poss. H . Y .  
4. ギシイチモシジセセリ I  8 .  ヘリグロチヤパネセセり

Leptalina unicolor BREMER et GREY Thymelicus sylvaticus BREMER 
神戸市兵庫区道場町付近と氷上郡粟鹿峯に得られ、 |  前種に比べると分布はより広範囲に及ぶもやはり局

朝来郡喪ケ峯の北斜面にも発生するという。筆者らの| 地的であり、神戸市六甲山、佐用郡久崎町、宍粟郡、
採集例は 5 - 6 月の侯であるが、他県の例に徴して 7 I朝来郡栃原並に段ケ峯、神子畑、飾磨郡雪彦山に産
- 8 月と 9 月にも出現するものと考える。 Iす。筆者等の経験によれば神戸市住吉町 (2∞m )が採
f.v. 1 0  3/V.1956 神戸市道場町 | 集の最低地点となっている。年 1回、 6 - 7 月の候に

coll.. p田 s. M . Y . 発生す。
1 ♀ 3/V. 1956 神戸市道場町 1 0  23/¥1. 19回 佐用郡久崎町

coll.， poss. M .  Y. 
5 .  ホジチヤパネセセリ

Aeromachus inachus M 白金rRIEs
産地のかなりに局限された種で、現在朝来郡関原、

氷上君晴垣町神楽、佐用郡久崎、養交郡大量町より確
認される。なお横山光夫氏・原色日本蝶類図鑑(1954)
によればミ美方郡氷ノ山に多産するミ由なるも筆者ら
はいまだこれを知らない。主として 6 乃至8 月の侯に
採集されるも、 8 月31日の採集倒より 9 月に入っても
なお見られるものと思う。
1  0  fVl. 19担 佐用郡久崎町

coll，. poss. H .  Y .  
1  O  2 /唖， 1955 朝来郡栃原

coll.， poss. M . Y .  
1  0  30/唖， 19弱 養父君暗杉

coll. J. N.. poss. H. Y. 
6. ホソノζセセリ

Isoteinon lamprospilus FELDER et FELDER 

阪が六甲に得た 17/vl. 1953は最もおくれの一例であ
ろう。
1 0  22/酒， 1952 神戸市御影町

coll.. poss. M. Y. 
1 ♀ 忽/置， 1952 神戸市御影町

coll. t  po:団. M . Y .  
7 .  スジグロチヤパネセセリ

Thymelicus leoninus B 凹 L E R
産地のきわめて局限された彊で、現在では佐用郡久
即丁、神崎郡峯山、朝来郡栃原、養短時杉、氷上郡
栗鹿峯が筆者らの知るすべてである。峯山には高原の
草原に見られ、栃原では段ケ峯の山麓渓谷地帯に採集
される。 7 月初旬に現われ、 8 月にいってなお見るこ
とがあり、かなりの長期聞にわたって存することと思
われる。年1 回の発生。
1  o  2 /百， 1955 朝来郡栃原

coll.， poss. M . Y .  
1  o  12/百， 1955 神崎郡峯山

∞11.， p崎 s. H . Y .  
1 念 20/1I. 1部 O 佐用郡久崎町

coll. t  poss. M .  Y. 
1 ♀ 2 /百. 1田5 朝鶏蹴原

∞ll.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 6 /彊. 1955 朝来郡神子畑

coll.， poss. H. Y. 
9 .  コキマダラセセリ

O chlod回 venata herculea BUTLER 
かなりの高地性を帯び、朝来郡栃原、段ケ峯、養父

郡大屋町、美方郡氷ノ山( 鉢伏〉及扇ノ山が知られ、
栃原の標高およそ 6∞m は近畿以西の発生地としてよ
ほどの低地である。栃原にては 6 月下旬に出現し、氷
ノ山にあっては 7 月下旬になお新鮮なる個体を見受け
る。草原に産し、年 1回の発生。
1 合 29/¥1， 1954 美方郡鉢伏山

coH. poss. M . Y .  
1  0  30/"¥1， 1957 朝来郡段ケ峯

coll. poss. H .  Y .  
1 ♀ 10/VI. 1954 朝来郡段ケ峯

coll. poss. M . Y .  
10. ヒメキマダラセセり

O chlodes 侃 hracea rikuchina BUTLER 
各地の山地に見られ、神戸市六甲山には多産する。

かつて吉阪は氷ノ山においてスゲの一種に産卵するの
を見たことがあり (12/百， 1955)、 7 月に多くの採集
例をもっ。しかし、 5 、6 ならびに 8 月にも採集され
るところより、年2 回の発生を行うものと思われる。
1  0  ?2/Y， 1955 飾磨郡雪奮山

coll.. po5S. H. Y. 
1 念 14/"¥1， 1:田6 佐用郡久崎町

coU.. poss. H. Y. 
1 念 1 /1I， 19白 神戸市六甲山

coll.， po岱 . M . Y .  
1  0  ll/VI. 1955 宍粟郡千種村

coIJ.， poss. H . Y .  
1 ♀ 8 /1I， 1953 神戸市摩耶山
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coU.. poss. M . Y .  
1 字 16/唖. 19絹 朝来郡神子畑

coJI.. poss. H. Y. 
11. キマダラセセリ Potanthus f1a v u m  MURRAY 
各地に産し、 6 - 7 月と 8 - 9 月の 2 固にわたって

発生す。
1  O  23/唖， 1948 神戸市御影町

coll.， poss. M .  Y. 
1 ち 23/VI， 1弱 O 佐用郡《崎町

coll.. poss. H. Y. 
1 ♀ 5 / W， 1952 神戸市兵庫区山ノ街

coll.， poss. M .  Y. 
12. ゴデヤパネセセリ T hor倍 sa varia M U R R且Y
各地に広〈見られ、 5 - 6 月と 7 - 8 月の 2 回に出

現する。
f.v. 1  O  5 / V . 1 9 5 4 神戸市御影町

col1.. poss. M .  Y. 
1  O  15/'1. 1940 宋粟郡一宮町三方

coll.. poss. H.Y. 
1 ♀ 29/V. 1954 朝来君蛎原

coll.. poss. M .  Y. 
f.ae 1  o  26/彊， 1955 神戸市御影町

coll.. poss. M .  Y. 
1 ♀ 171百. 1倒6 加古川市上荘町

coJl.. poss. H. Y. 
13. オオチヤパネセセリ

Polytremis peUucida M U R R A Y  
各地に産し、年2 回 6 - 7 月と 9 - 1 0月のころに現

われ、前期 ( 6 - 7 ) の個体中にはいちじるしく大型
のものが採集される。
1  o  281札 1949 神戸市御影町

coll.. poss. H. Y. 
1 ♀ 10/彊， 1955 小野市下来住町

coll.， poss. H.Y. 
1 ♀ 23/lX， 1951 神戸市御影町

coJJ.， po田 . M . Y .  
15. ミヤマチヤパネセセリ

Pelopidas ;ansonis BUTLER 
各地の山地に産するものと思われるが、個体はきわ

めて少なく、下記の産地を知るにすぎない。我々の採
集記録は 5 月のみであるが 7 - 8 月にも発生する。年
二回と近辺各府県の例より考えられる。
1  o  15/V. 1946 朝来郡竹田町

coU.. poss. H .  Y. 
1  O  2O/T. 19弱 神崎君蛎原

coll.， poss. M .  Y. 
16. イチモシジセセリ

P a m a r a  guttata B RIDlE R  et GREY 
きわめて普通な種類で、秩には歩講をつくって渡り

の現象を起すことがあり、本県においても1旬。年 8 月
21日滋賀県石山より大阪を経て神戸垂水沖に移動した
記録が残されている。古くよりイネの害虫として知ら
れ、稲田附近に多く、吉阪はヒメジワやササの一種に
卵や幼虫を採集したことがあり、また神戸市六甲山に
ハギに群がる無数の成虫を観察した。年数回の世代を
繰り返えすものと思われるが、筆者らには主として 8
月以後の採集となっている。
1  o  271彊， 1949 神戸市御影町

coll.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 7  /IX.， 1956 If 

coU.， poss. M . Y .  
E  アゲハチョウ税 P A P I L I O N I D A E

colI.， po田 . M . Y .  I  1 .  ギプチョウ Luehdorfia Japonica LEECH 
1 ♀ 14/VI. 1955 小野市下来住町 i  早春しかも僅かな期間にしか見られないこの蝶は優

coll.， poss. H. Y. 美な菱の持主であり、 また景近には Luehdorfia-Jine
1  -9- 21/曹. 19日神戸市御影町 | などの問題から世の注目を惹いている。桜の開Eに前

coll.. po田 . M . Y . 後して現われ、山間部にあっては 5 月にいってなお見
14. チヤパネセセリ られることがある。現在県下では産地として川西市東

Pelopidas mathias oberthuri EVANS 多国・西宮市武田尾・神戸市道場・六甲山麓・神出町・
各地に広く分布し、イチモシジセセリと混じて夏日| 押部谷・三木市・小野市・加東郡滝野町・同社町・印

庭のケイトクやノ、ギの花に集まる。一般に個体数は少| 南郡志方町・多可郡黒田臣村・多紀郡小金ケ岳・氷上郡
なく、年 3 図 ( 5 - 6、 7 - 8、 9 - 1 0月〉の発生を| 黒井町・同柏原町・朝来郡夜久高原・養交君鴎少見山が
行うものといわれるが、筆者らには主として 8 月以後 i知られ、最近には域崎町附近にも発生笛所のある由に
の記録である。なお吉阪は 26/lX， 1949川辺郡東谷村 i聞いている。
でヒメジワに産卵する♀を観察している。
1  0  8  /VI， 1954 神戸市調影町

coll.， poss. M .  Y. 
1.) 12/唖， 1955 小野市下来住町

幼虫はカンアオイの類を会草とし、筆者らが阪神方
面や小野・加東地方での経験によればヒメカシアオイ
〈キンキカンアオイ〉であるが、氷上や多紀ではミヤiマカシアオイであるといい、日本海沿岸地域ではサ

- 231 ー



シインカy アオイを食しているものと考えられる。と| 現在では全く見られず、何らかの軍国〈例えば気候的
ころがカシア才イ類は県下にも広く分布しているいる I?) からやはり絶誠したのではなかろうかと考える。
はずであるから〈吉阪は淡路洲本や神崎郡対可内町長| 本種の食草については確認し得ないが、養父・美方
谷に、また山本は佐用郡久崎町西: 却に自生することを iの産地にはムラナキケマシがキケマシとともにあり、
認めている。備淡路産は品種名弓苦手、久崎産はマノレパ| 飾磨郡雪奮山はキケマン( ムラサキケマシもあること
カンアオイ 1 )、 今後はさらに多くの地域が知られる| はある〉の豊産地といわれるので両撞ともに食してい
であろう〈美方郡浜坂町あたりでは鳥取県側の分布と| るのかもしれない。
考えあわせ恐らく近い将来に見つけられる可能性が大 1 合 23/V， 1940 宍粟郡三方( 高野〉
きい) 0  coll.， poss. H.Y. 
六甲山の本種については多くの書物に記載され山本 1 o  20/V， 1953 飾磨郡雪彦山
もその成虫や幼虫を確認しているが、昭和初めに起つ coll.. poss. H. Y. 
たたびたびの水害や人為的な影響によって現在は見受 1 念 27/V. 1956 養父郡筏
ける事が出来ず恐らく絶戒し終ったものと思われる。 coll. J. N.， poss. H. Y. 
1 古 10/lV. 1932 加東郡五峯山 1 ♀ 2 0 / V . 1 9弱 朝来郡神子畑

coll.. poss. H. Y. 
1  O  18/lV. 1931 印甫郡域山

coll.. poss. H.Y. 
1 念 15/lV， 1937 川西市多国

coll. Ch. 島1:.. poss. H. Y. 
1  O  8 /lV. l'田 4 神戸市神出町

coll.. poss. M .  Y. 
1  O  11/lV， 1954 神戸市道場町

coll.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 14/lV， 1928 加東郡竜野町

coll.， poss. H. Y. 
1 ♀ 11/lV， 1954 神戸市神出町

coll.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 17/JV， 1957 西宮市武田尾

coll.， p倒 s. H.Y. 

coll.. poss. H .  Y. 
3. ジヤコクアグハ Byasa a1cinous K L u G  
各地とも普通な種であるが、分布はかなりに限定さ

れている。これは会草のワマノスズクサに関係があ
り、平地では河川の堤防附近に多く、年2 回4 - 6 月
と7 - 8 月の候に出現する。場所によりその両季節型
の発生に著しい相呉の足られる場合があり、春型の比
較的多く夏型の少ない地域と、全くこれと反対の現象
の見られる地域とがある。
また個体によって後麹裏面の弦月紋が赤紅色を呈す

るものと黄色なるものとがある。その変化については
現在宝塚昆虫館の福貴正三氏が調査しているのでいず
れ何らかの結論が生れると思うが、かつて吉阪が六甲
山の個体について調べた結果春・夏: 荷型とも赤色型で
あった。なお山本の所蔵する小野市・神戸市垂水区神

2. クスパνロチョウ | 出町・淡路洲本崖の標本は春型峰雄共赤色型、夏型雌
Parnassius glacia1is  mikado B R Y K  et El甜 E R l:黄色型、そして推は黄・赤両型となっている。

本種もまた前種同禄特異な一群で、地理的分布状態| 会草はクマノスズクナであるが、六甲山系では特産
の注目される種類である。本県では間郡上月町小日! のアリマスズクサを食し、裏六甲においては豊富であ
山・同佐用町石持・宍粟郡日名倉山・同一宮町三方・ | る: : ，所かわれば品かわるゆたとえどおり、地方に
飾臨雪吾山・朝繍朝来町山口神子畑・養交郡大屋 iよって食草や発生経過の相異する例として興味漂い。
町・美方郡氷ノ山・扇ノ山及び域崎郡の一部より知ら! 異常型に♀ ab. kosugei というのがある。これは
れ、年 1 回 5 月中旬に現われ、山浦部にはて 6 月の中| 繍に弦月絞を消失したもので、尼ケ崎市から古値が
旬にまで及ぶものと思われる。本種の研究で有名な| 蟻されている。
BRYKの記載には古くミH arimaミの名があるが、果しf . v. 1 合 23/1V， 1940 加東君憶葺町
てそれがどの辺より麗られたか詳かでない。
本種の個体は大別して表日本型 (mikado B. et E.) 
と裏目本型 (kyotonis MATS.) の二つに類測される
が、本県産の場合それがどの辺に境されるか今後さら
に多数の標本について検討する必要がある。
なお神戸市六甲山には大正年間までその発生が認め
られたらしく、アグハチヨヲの研究家矢野文彦氏の所
蔵標本中には同地産の個体があった由である。しかし f.ae 
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coll.， poss. H. Y. 
1  o  14/V， 1955 神戸市御影町

coll.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 22/IV， 1945 小野市下来主町

coU， ， poss. H. Y. 
1 ♀ 2  j){， 1951 神戸市六甲山

coll.， poss. M . Y .  
1  o  10/W， 195 神戸市山田



coJl.， poss. M .  Y. 1 ♀ 4/1， 1953 神戸市六甲山
1 古 19田小野市大島町 coll.， poss. M . Y .  

C∞ollし p伊o低 H . Y . I  6. アグハ Papilio xuthus L削 E

1 ♀ 9 /V1， 1956 佐用郡久崎町 ( 幼虫採| 各地に最も普通な種であるが深山部には見られない
集羽化 coll.，p回 s. M . Y .  I  ( 前種と交替)0 3 月末より蓋を見せることがあり、 10

1 ♀ 10/彊， 1948 淵本市先山 i月の末まで飛朔する。カラタチ・ワンνユクミカシ・
coll.， p o弱 . H.Y. ダイダイ・ヘシルクダ・イヌグンνヨウ・サ)-li/ ヨク

4 .  アオスジアグハ ! などの葉を食し、年開発生回数は数回であるが正確に
Graphium sarpedon nipponum F R U H S T は判然しない。

各地に普通な種で、月 2 回乃至3 回の発生をなす。 !  夏型には黒色部の個体変化は稀でなく、かつて尼ケ
春型は 4 - 5 月の噴われてネギの花に集まり、夏型は| 崎市において ab. takagaminensis S A G I T A N I のさら
7 月以降に出てへクソカヅラに飛来するものが多く、 | に黒化した個体が得られたこともある。
その数も春型に比してずっと多い。幼虫は主としてクf .v. 1 古 5 /宵. 1952 神戸市御影町
スを食し、山地ではνロダモなどに産卵する。 coll. ，戸田 . M . Y .  
本県より採集された異常型に 1 ♀ 27/lV， 1953 神戸市御影町
ab. esakii S U G I T A N I  ( 前麹中室に一過剰紋あり) 、 colJ.， P田 s. M . Y .  
ab. hankeyensis T，佃且W 且〈前麹の最先端紋の前に f.ae 1 ;  24/VI， 1953 神戸市六甲山

更に一過剰紋を襲う〉、 colJ.， poss. M . Y .  
ab. tannoi K O B A Y A S H I  ( 前者と反対に後習に一過 1 ♀ 29/唖， 1953 神戸市御影町

剰紋を具う〉、 coll.， p部 s. M . Y .  
ab. sawanoi K O M E T A N I  ( ' 前麹先端より第2紋消失 I 7. オナガアゲハ Papilio macilensis J A N回 N
す〉があり、これらは何れも主として春型に現われ! 主として山間部に多く、佐用郡久崎町や養父郡西谷
る。 iあたりに豊産するが、小野市附近にはほとんど見受け
また山本の手許には全麹における黒色部がすべて掲! ない。 5 - 6 月と 7 - 9 月の年 2 固に発生し、コクサ

色化したものがある。 21/V，1田4 明石公園産。
f. v. 1  6  23/IV， 1947 神戸市御影町

col1.， poss. M . Y .  
1 ♀ 21/V. 1949 小野市下来住町

coU.， poss. H . Y .  
f. ae 1  6  141唖. 1947 養父郡八鹿町椿色

colI.、 poss. H . Y .  
1 ♀ 2 /唖， 1950 神戸市倒影町

coIl.， poss. M .  Y. 
5. キアグハ Papilio machaon hippocrates 

F E L D E R  et F E L D E R  
各地に産するも、一般にアグハと比して個体数が少

ギの多い地方に豊かなところより、コクナギがその主
要食草でないかと考える。
f.v. 1  o  24/V， 1953 飾磨郡雪奮山

colL， poss. H . Y .  
1 ♀ 7 / V， 1950 佐用郡久崎町

coll.， poss. H .  Y. 
f.ae 1 念 9 jVl， 1950 佐用郡上月町西庄

coll.， poss. H.Y. 
1 ♀ 2!JI彊， 1952 神戸市御影町

colJ.， poss. M .  Y .  
8. クロアグハ Papilio prot句 or demetrius C R A M E R  

アグハについで各地に普通な種で 5 月の初めより 10
月の末まで連続して見かける。幼虫は種々のへシダウな}い。 4 - 5 月及び 7 - 1 0月の侯出現して年 2 回乃至

3 回の発生をくり返えすものと考えられる。その婿の i|  レ科植物を食し筆者らが確め得たものにクン乙/ ユクミ
発生期ははなはだ不規則で、春型から生れた婿が7-1

| カシ・ナノレトミカシ・ネープノレ・キシカシ・カラタチ
8 月に羽化する場合と 9 - 1 0月に至って羽化する場合 l
とがあり、幼虫はセリ、ニシジシの葉を食害する o

f.v. 1  6  14/1V， 1955 小野市下来住町
coll.， poss. H .  Y. 

1 ♀ 21/IV:， 1叫 6 神戸可デ御影町
coll.， poss. M . Y .  

f.ae 1  O  z7 /竃， 1951 神戸市六甲山
colJ.， poss. M .  Y. 

があり、山本が東播地方での観察によればカラタチに
はむしろ少いようである( カラタチ葉上に見られる犬
部分はアグハである〉。
!  無尾型を f. y伽 h a m e n由 K A N D A といい、本県に
おいて採集されている。
f. v  • 1  O  27/lV， 1952 神戸市御影町

coJl.， poss. M .  Y. 
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1 ♀ 13/ V ， 1933 小野市西本町
coll.， poss. H.Y. 

f.ae 1  6  5 /rl..， 1953 神戸市御影町
coll.， poss. M .  Y. 

1 ♀ 31彊， 1946 美方郡氷ノ山

1956年6 月8 日に神戸市摩耶山上にて、また山本は
19日年5 月17日飾磨郡雪吾山麓にていずれもカラスア
グハと混じて飛期する裏面白帯の顕著なる個体を目撃
している。摩耶山には古く那須範子氏によって採集さ
れた例があり、西南日本には海岸地帯の低所に見られ

coll. ，伊ss. H.Y. た記録も存することであるから、恐らくこの観察は間
1 ♀ 23/rl..， 1946 神戸市御影町 ( 幼虫採 I: 違いないことと信じる。そしてキハダを食樹とする深

集羽化 coll.，poss. M . Y .  
9. モシキアグハ

山部のものと、篠山での観察のようにカラスグシジヨ
クを食草とする低山部のものとのこつの系統がある白

Papilio helenus nicconicolens BUT日 R ではないかと想像する。
広〈各地に分布するも局部的産地を除けば稀な種で 1年 2回の発生を繰り返えし、 5 - 6 月に現われる
ある。内海と日本海の両岸ぞいに豊産地の見られるの| 春型は後麹裏面に明瞭な黄土色の一帯を具うるも、 8
ははなはだ興味深い現象で、おそらく食樹のとされる| 月に見られる夏型には殆んど消失し終った個体も少な
野生のへシラクダ科植物( 例えばカラスザシジヨウな| くなく、前種に箭らわしい場合も珍らしくはない。そ
ど〉の分布に安配されるのではないかと思われる。春| のため春型の確認が大切だと思う。また夏型ことに雌
型は 5 - 6 月に、夏型は 7 - 9 月に現われ、部分的に! は形が大きく山本の所有する最大開張は 14.7cm とな
は10月に第3化の発生があるのではないかと想像す lっている ( 3 /唖， 1946 美方郡関宮町熊次産〉
る。その多産地における雌雄比はいちじくしく差異が f.v. 1 念 日/v，1957 養支郡大屋町
あり、雄が山頂部に多いのは雌との活動性の相異に基 colI. J.N. ， poss. H. Y .  
くのではなかろうかと思う。 f.ac 1 念 5 /彊， 1946 美方郡氷ノ山
f.v. 1 念 9 /VJ.， 1957 神戸市鉢伏山 coll.， poss. H. Y. 

coll.， poss. H. Y. 1 ♀ 28/唖， 19萄養父郡大屋町
f.ac 1 会 1 /唖， 19部神戸市鉢伏山 coIl. J.N. ， pOS8. H . Y .  

colI.， poss. M .  Y. 1  シロチョウ科 PIERIDAE
]0. カラスアグハ Papilio bi祖 or dehaanii I  1. キチョウ Eurema h田 abe

F E L D E R  et F E L D E R  I  mandarina D E  L'O R Z A  
平地とμ。並とをとわず各地に最も普通な種で、早春

して山地に出現する。野外での峰の個体数が維のそれ! 見られるものは前年の秋に発生した越冬個体である。
に比して僅少なのはやはりその活動性の相異によるも I 6 月ごろ小型〈淡色であるが黒斑を有する〉の夏生が
のと思われる。食草について吉阪はゴクサギを、山本| あらわれ、引きつづき 7 月より 11月にわたって見られ
はキシカンを確認している。 Iる。その間10月頃には夏型と新しい秩型とが混在し
f. v  .  1  6  7  /v， 1950 佐用郡久崎町 | て、事撚とした境目がなく、その発生回数は複雑であ

coI1.， po弱 . H.Y. 
1 ♀ 22/v， 1955 飾磨郡雪宮山

coll.， poss. H. Y. 
f.ae 1 合 2 /彊， 1953 朝来郡朝来町

coll.， poss. H. Y. 
1 ♀ 24/"¥1， 1953 神戸市六甲山

colI.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 9 /唖， 1鈍 8 淡路洲本市内

colI.， poss. H. Y. 
11. ミヤマカラスアグハ

Papilio maakii satakei M A T U M U R且
現在では朝来郡生野町( 長谷側) ・宍粟郡日名倉山
. 周波賀町奥谷・養父郡大屋町・美方郡氷ノ山・鉢伏

る。越冬個体の交尾は越冬に先だって行われるらし
く、 23/X，1953の観察の例がある。食草として吉阪は
ノ、ギを、山本はメドハギを確認している。
f.ae 1  6  27/唖， 1951 神戸市六甲山

colt.， poss. M . Y .  
1 ♀ 28/"¥1， 1拓 4 美方郡氷ノ山

coll.， poss. M . Y .  
f.ae-au 1  O  17/JX， 1946 神戸市御影町〈幼虫

採集自宅羽化) coll.. 抑留 . M . Y .  
f.au 1 念 4 / X， 1953 神戸市六甲山

coll.， poss. M .  Y. 
1 ♀ 18/rl..， 1949 神戸市御影町

coll.， poss. M . Y .  
山・扇山・多紀郡域東村( 日置〉及同篠山町等主とし I 2 .  
て中央の背梁山脈地帯に知られる。しかし、吉阪は

ツマグロキチヨワ
Eurema laeta bethesba J A N回 N
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各地に見られるも個体数は少なく、分布は比較的極 lわたって採集した川辺郡西谷村での結果では峰雄104:
隈されている。山間部よりむしろ平地に多いのはカワ| お中白色型5 に対して黄色型は28であり、また1951年
ラケ v メイやクサネムなど食草に関係のあるものと恩
われる。かつて山本はカワラケツメイが群がる10坪ば
かりの河岸において 5 - 6分が聞に14匹を捕えたこと
がある( 彊， 1956)。 年 2 - 3回の発生をなすものと
想像され、 9 月には夏秋両型が混生して正確なことは
前種同様判然しがたい。越冬前の個体は相当移動性を
具え、意外な場所に 1匹 2匹と得られることがある。
f.ae 1 古 18/百， 1950 川辺郡東谷村

colJ.， poss. M. Y. 
1  o  12/彊， 1947 坂崎郡奥佐津

∞ll.， poss. H.Y. 
1 ♀ 5 fVl， 1951 神戸市御彰町

coll.， poss. M. Y. 
f.au 1  O  18/lX.， 1:鈍8 川辺郡東谷村

6 月19日の結果では雄13に対して雌の黄色型 1、白色
型oとなっている。 νロツメクサ、ダイズ、カラスノ
エシドク、 ミヤコグサ等を食草として確認している。
1 合 21/1. 1931 小野市小野地区

coll.， pOSS. H .  Y .  
1  o  29/百， 1951 神戸市六甲山

coll.， poss. M . Y .  
1 ♀- f . w  11/札 1949 川溺包東谷村

colI.. po:時. M . Y .  
1 ♀- f . y  l1fVI， 19絹川辺郡東谷村

('011.， poss. M . Y .  
5 .  ツマキチヨク Anthocaris scolymus BOTLER 
平地、山地とも各地に見られ、平春1 回の発生、田

畑や山閣の渓涜鮒近に多く、タネツケパナに産卵す

coll.， poss. M . Y . る。
1  O  26/lV t  1田 1 加西郡法華山

∞ll.， poss. H.Y. 
3. スジボソヤマキチョワ

Gonepteryx mahaguru niphonica VERITY 
山地にのみ見られ、広く産するようであるが個体数

はかならずしも多くない。六甲山系よりは本種の正確
なる採集を知らない。筆者らの現在知る範囲は久崎・
石井・大屋・熊次等西部県境に近い場所であり、 20年
余り前現在の加古川市に麗する北部の山地に採集した
という児童の作品には疑問をもっている。年1 回、
6 - 7 月の候出現し、夏眠後秋季に活動し、越冬して
翌春再び現われる。
1  o  20/VI， 1:民話 佐用郡久崎町

coll.， poss. M .  Y. 
4. /VI. 1946 美方郡氷ノ山

coll. ， poss. H. Y. 
1 ♀ 20/VI， 1956 佐用郡久崎町

col1.， poss. M .  Y. 
4. .  モンキチヨク

C olias erate poliographus MOTSC町田区Y
各地に普通、 4 月早々に現われ、年によっては 3 月

下旬既にその丞を見うける。発生回数ははっきりと定
めにくく、 11月末にまで及ぶ。クツカケモシキチヨク
とよばれる前趨先端の黒色部中に黄色紋を失った異常
型はいまだ本県下よりは得られないが、 1955年の秋加
古川市において著しく笹色化した 1 個体の得られたこ
とがある〈黄色型の♀〉。これは本種 (erate) の原種
に普通であるが、本邦ではきわめて稀な由である。♀
には白色と黄色との二型があり、その比重タは産地によ
って異るとしても、 1949年 6 月吉阪が11、13の両日に

1  O  26flV， 1931 加西郡法華山
coll.， poss. H. Y. 

1  o  271IV， 1946 神戸市御影町
coll. t  pOS5. M .  Y. 

1 ♀ 15fIV t  1954 神戸市神出町
coll.， pOS5. M .  Y. 

1 ♀ 26fT!， 1953 朝来君砺原
coll.， poss. H. Y. 

6. モシ乙/ ロチヨク
Pieris rapae crucivora B oISDUVL 

キチヨクとともに最も普通な種類であるが、山間部
ではむしろスジグロチヨヲが多くなる。大阪府下では
年 7 回の発生をくりかえすものといわれるが、 3 月
( 早い年では 2 月〉より 12月に及び、夏型( 5 月以降〉
中10月以後にはふたたび春生に近い斑紋をあらわすよ
うになる。異常型として触角も由化した夏型の♀を吉
阪は自宅の庭内にて採集している。卵及び幼虫を十字
花科縞物の各種上に得られる。
f. v. 1  O  2 /札 1951 神戸市六甲山

coll.， p回 S. M . Y .  
1 ♀ 16/IV， 1953 神戸市御影町

coll.， p句 s. M . Y .  
f.ae 1 合 5 [百， 1951 神戸市御露町

coll.. 1>OS5. 1¥1. Y. 
1 ♀ 25/V， 1951 神戸市御抑T

coll.， poss. M .  Y. 
7 .  Pieris sp. 
従来エゾスジグロチヨワの本種亜種とされていた
ものであるが、独立種とも考えられ、近く学説の決定
されるはずであるから、ここでは上司のようにしてお
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本県下では各地に得られるのではないかと考える
1 ♀ 14fVI， 1954 神戸市御影町

coll.， poss. M . Y .  
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8 月( 夏型〉である。
f.v. 1 合 Tl/JV， 19日神戸市御態町

∞11.， pα虫s. M . Y .  
1 手 3  /JV. l'倒8 神戸市街影町

co]J.. p 偲 s. M . Y .  
f.ae 1  o  25/W. 1951 神戸市六甲山

coll.， poss. M . Y .  

colJ.， p偶 s. M . Y .  
1♀ 19f]V， 1田2 神戸市街彰町

coll.， pωs. M . Y .  
f  .ae 1  O  1951 神戸市六甲山

coll.. p僧 s. M . Y .  
1♀ 22fVI. 1952 神戸市六甲山

coll.. p慣 s. M . Y .  

科学的態度の育て方

手大 岩 雄山

本稿は11月 7 日 (195η の神戸新聞より披翠しまし! か出ていません。ということは、名前をたくさん覚え
た。 ( 編集子 ) させることが目的でないということです。むしろ自然
【問】 この問、子どもと山に行きました。色づいた| の理法や変化の妙味に目を開かせ調べる態度を養うと

木の葉について、四年の女の子に「これなに ?J とか i とに意味があるわけです。したがって数多くをねらわ
「きれいね。どうして、こんなになるのJ と質問され| ずに「おかあさんも分らないから…」と子どもといっ
て因りました。質問には満足に答えられないまま、落! しょになって調べられることの方が、安易に名前を知
ち棄を拾って帰ったのですが、よい指導法を教えて下| らせる以上に科学心の芽ぼえを太らせ、研究の態度や
さい。 ( 西宮市・山本美代子 ) 技指を伸ばすことになります。何でも親が知っていな
【答】 自然界のいろいろな出来事や、変化に疑問を| ければ子どもを指導できないというものではありませ
持つことが、科学的態度を育てる第一歩です。その点| ん。
で美しく色づいた木の葉をみて、これは何の木だろう| どうしてこんなになるのか、質問については4 年の
と思ったり、どうしてこんなになるのだろうと、不思| 教科書にもみられるように、広い葉をつけたいろいろ
議に思う子どもさんの態度は、なかなかよい態度だと lな木が、環境の変化につれて、どのような生き方を示
思います。 Iすかに着目させ、 4 年生相応の考え方をさせます。
そこで、この質問の受けとめ方てすが、名前を知る| また 1 年中、葉をつけている常緑樹や、冬には棄の
ことは、自然への親しみを深めまずから適当に知らせ| 落ちてしまう落葉樹について、どんな葉のものが落ち
たいと思います。ところがお言葉のように、名前がは| るか、どんな時に落ち葉が起るか、落ち葉はどんな役
っきりしない場合は、拾った落ち葉を雑誌などにはさ! 割を果しているのだろうかについて百をつけさせ、い
んでおいて、この方面に明るい人に、たずねることも! っしょに話合いをし、分らないことは、いろいろな図
よいことですが、それよりも一番大切なことは、子ど| 書や参考書を見つけ出して研究するようにしむけるこ
もが自分自身で図鑑や資粧を使って調べるようその態! とが第ーです。要は何でも教えることよりも、子ども
度や技能を身につけさせてやることです。 I 自身がみずから進んで題を追求して行くようにしむけ
小学校の理科書をみますと、発行所によって差はあ| ることが新しいしつけ方の根本だと思います。
りますが、木の種類は、 1年から 6 年までに70前後し
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